
【 上 奥 富 堰 】

用 水 位 置 図

江戸時代から土嚢等を積み重ね入間川右岸より取水を行っていた。明治末期に蛇篭の仮堰
を設けた。河床低下と洪水のため度々崩され漸次上流へ取水口は移動し、昭和初期に木工沈
床堰とした。その後は度重なる災害や老朽により補修、改修を実施した。
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取水口（右岸）

用 水 施 設 写 真

角落部 右岸側より
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